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ω-3 系長鎖多価不飽和脂肪酸を含む鯨油の摂取によるマウスの脈絡膜新生血管の抑制 
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加齢黄斑変性(AMD)は，西洋及び発展途上国で失明の主な原因の一つであり，現在の治療法である抗血管内皮増殖因子

(VEGF)療法では，疾患の根本的な病態には効果がないことから，新たな治療法の開発が求められている．本研究では，

鯨油が AMD モデルマウスにおいて脈絡膜新生血管(CNV)の発生に与える影響を検討した．鯨油を摂取したマウスでは，レ

ーザー凝固後 7 日目の CNV 面積が，ω-3 系長鎖多価不飽和脂肪酸(LCPUFA)を含まない食餌を摂取したマウスと比べて有

意に小さかった．また，鯨油摂取群では，血漿中の ω-3 LCPUFA 濃度が増加し，ω-6LCPUFA 濃度が減少していた．さら

に，網膜及び脈絡膜における炎症性サイトカインやケモカインの濃度，そして VEGF の発現量にも差が見られた．特に，

網膜における VEGF 濃度の低下が，鯨油による CNV 抑制効果に寄与している可能性が示唆された． 
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